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一
　
は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

二
〇
一
七
年
に
集
英
社
発
行
の
雑
誌
『
明
星
』（
一
九
九
二
年
十
月

号
よ
り
『
Ｍ
ｙ
ｏ
ｊ
ｏ
』）
が
創
刊
六
五
年
を
、
先
行
誌
『
平
凡
』（
マ

ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
が
休
刊
三
〇
年
を
迎
え
た
。

『
明
星
』
に
つ
い
て
は
同
年
、
田
島
悠
来
『「
ア
イ
ド
ル
」
の
メ
デ
ィ

ア
史

―
『
明
星
』
と
ヤ
ン
グ
の
七
〇
年
代
』（
森
話
社
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
同
書
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
「『
明
星
』
と
い
う
雑
誌
メ
デ
ィ

ア
で
の
「
ア
イ
ド
ル
」
の
表
象
と
受
容
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
」

（
三
三
五
頁
）
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
本
稿
で
は
、
拙
著
『『
平
凡
』
の
時
代

―
一
九
五
〇

年
代
の
大
衆
娯
楽
雑
誌
と
若
者
た
ち
』（
昭
和
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
と

同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
『
明
星
』
に
光
を
あ
て
る
。
具
体
的
に
は

第
一
に
、
同
誌
が
大
衆
娯
楽
雑
誌
で
あ
っ
た
一
九
五
〇
年
代
に
連
載

さ
れ
た
連
載
小
説
の
全
体
像
を
概
観
す
る
。
第
二
に
、
そ
の
な
か
で

も
と
く
に
代
表
的
な
作
品
と
他
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
関
の
あ
り

よ
う
を
、
誌
面
調
査
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

二
　
一
九
五
〇
年
代
『
明
星
』
連
載
小
説
の
全
体
像

ま
ず
、
表
「
一
九
五
〇
年
代
『
明
星
』
連
載
小
説
一
覧
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、
創
刊
号
（
一
九
五
二
年
十
月
号
）
以
降

一
九
五
九
年
十
二
月
号
ま
で
の
あ
い
だ
に
『
明
星
』
で
連
載
が
開
始

さ
れ
た
小
説
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
雑
誌
『
明
星
』
の
連
載
小
説
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ア
ッ
プ

展
開
（
付
・
一
九
五
〇
年
代
『
明
星
』
連
載
小
説
一
覧
）

阪

本

博

志

〈
資
料
紹
介
〉
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開
始
年

月

作　

品　

名

作　

者

終　
　

了

映
画
製
作
他
メ
デ
ィ
ア

画

備　
　
　
　

考

一
九
五
二
年
十
月
号
美
し
き
夜
な
れ
ど

竹
田
敏
彦

一
九
五
三
年
三
月
号

富
永
謙
太
郎

天
使
も
お
年
ご
ろ

中
野
実

一
九
五
四
年
六
月
号
大
映

田
中
比
左
良

こ
の
世
の
花

北
條
誠

一
九
五
五
年
八
月
号
松
竹

ラ
ジ
オ

岩
田
専
太
郎

一
九
五
五
年
三
月
号
は
平
野
林
作
・
画

朝
霧
峠

山
手
樹
一
郎

一
九
五
三
年
六
月
号

中
一
弥

仮
面
の
街

島
田
一
男

一
九
五
二
年
十
一

月
号

伊
勢
田
邦
彦

十
二

月
号
仮
面
の
愛
情

島
田
一
男

一
九
五
三
年
一
月
号

伊
勢
田
邦
彦

青
い
霧
の
秘
密

大
林
清

一
九
五
三
年
四
月
号
東
宝

成
瀬
一
富

一
九
五
三
年
二
月
号
仮
面
の
微
笑

島
田
一
男

一
九
五
三
年
三
月
号

伊
勢
田
邦
彦

四
月
号
仮
面
の
花
嫁

島
田
一
男

一
九
五
三
年
五
月
号

伊
勢
田
邦
彦

五
月
号
朱
唇
愁
い
あ
り

大
林
清

一
九
五
四
年
七
月
号

富
永
謙
太
郎

銀
座
令
嬢

宮
本
幹
也

一
九
五
四
年
十
二

月
号
松
竹

堂
昌
一

六
月
号
仮
面
の
天
使

島
田
一
男

一
九
五
三
年
七
月
号

伊
勢
田
邦
彦

花
開
く
乙
女
た
ち

池
田
み
ち
子

一
九
五
五
年
四
月
号

成
瀬
一
富

七
月
号
見
な
い
で
頂
戴
お
月
さ
ま

堤
千
代

一
九
五
三
年
八
月
号
理
研
映
画

下
高
原
健
二

八
月
号
仮
面
の
怪
盗

島
田
一
男

一
九
五
三
年
九
月
号

伊
勢
田
邦
彦

十
月
号
雪
月
花
忠
臣
蔵

沙
羅
双
樹

一
九
五
四
年
十
二

月
号

土
端
一
美

十
一

月
号
金
色
の
花
粉

島
田
一
男

一
九
五
四
年
四
月
号

上
西
憲
康

一
九
五
四
年
五
月
号
赤
い
影
の
女

島
田
一
男

一
九
五
四
年
十
月
号

伊
勢
田
邦
彦

六
月
号
娘
十
八
ご
意
見
無
用

中
野
実

一
九
五
五
年
九
月
号
日
活

田
中
比
左
良

九
月
号
噫
（
あ
ゝ
）
そ
の
人
を
…

菊
田
一
夫

一
九
五
五
年
十
一

月
号
東
映

ラ
ジ
オ

成
瀬
一
富

十
月
号
中
野
源
治
の
冒
險

山
川
惣
治

一
九
五
五
年
八
月
号
東
映

山
川
惣
治

十
一

月
号
君
を
呼
ぶ
悲
歌
（
エ
レ
ジ
ー
）
大
庭
さ
ち
子

一
九
五
五
年
一
月
号
大
映

伊
勢
田
邦
彦

十
二

月
号
伊
太
郎
獅
子

子
母
沢
寛

一
九
五
五
年
二
月
号
大
映

志
村
立
美

一
九
五
五
年
一
月
号
マ
リ
ヤ
観
音

北
村
寿
夫

一
九
五
六
年
十
二

月
号
松
竹

ラ
ジ
オ

原
研
児

一
九
五
五
年
二
月
号
よ
り
矢
島
健
三
・
画

お
役
者
坊
主

沙
羅
双
樹

一
九
五
五
年
十
二

月
号

富
永
謙
太
郎

三
月
号
花
嫁
は
ど
こ
に
い
る

永
来
重
明

一
九
五
五
年
十
月
号
松
竹

ラ
ジ
オ

土
井
栄

五
月
号
た
だ
君
ゆ
え
に

大
林
清

一
九
五
七
年
二
月
号
松
竹

下
高
原
健
二

青
い
怒
濤

宮
本
幹
也

一
九
五
六
年
九
月
号
日
活

テ
レ
ビ

田
代
光

表
：
一
九
五
〇
年
代
『
明
星
』
連
載
小
説
一
覧
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九
月
号
花
嫁
募
集
中

三
木
鮎
郎

一
九
五
六
年
八
月
号
松
竹

ラ
ジ
オ

杉
浦
幸
雄

山
の
荒
太
郎

山
川
惣
治

一
九
五
六
年
十
二

月
号

山
川
惣
治

続
・
こ
の
世
の
花

北
條
誠

一
九
五
六
年
十
二

月
号
松
竹

ラ
ジ
オ

岩
田
専
太
郎

一
九
五
六
年
一
月
号
妻
恋
い
獅
子

沙
羅
双
樹

一
九
五
六
年
十
月
号
東
映

富
永
謙
太
郎

若
き
日
の
性
典

常
安
田
鶴
子

一
九
五
七
年
十
二

月
号

伊
勢
田
邦
彦

一
九
五
七
年
八
月
号
か
ら
十
月
号
ま
で
休
載

二
月
号
青
春
コ
ン
ト　

百
萬
ド
ル
娘

キ
ノ
ト
ー
ル

一
九
五
六
年
七
月
号

沢
田
重
隆

五
月
号
七
つ
の
誓
い

北
村
寿
夫

一
九
五
七
年
三
月
号
東
映

ラ
ジ
オ

石
井
治

七
月
号
青
空
娘

源
氏
鶏
太

一
九
五
七
年
十
一

月
号
大
映

ラ
ジ
オ

佐
藤
泰
治

忘
却
の
花
び
ら

菊
田
一
夫

一
九
五
七
年
六
月
号
東
宝

ラ
ジ
オ

成
瀬
一
富

九
月
号
青
春
探
偵
団

山
田
風
太
郎

一
九
五
六
年
十
月
号

沢
田
重
隆

十
一

月
号
大
江
戸
喧
嘩
纒

沙
羅
双
樹

一
九
五
七
年
三
月
号
東
映

石
原
豪
人

挙
骨
と
青
春

宮
本
幹
也

一
九
五
七
年
十
一

月
号
日
活

浜
野
政
雄

お
で
こ
出
っ
ぱ
り

キ
ノ
ト
ー
ル

一
九
五
七
年
七
月
号
松
竹

土
井
栄

一
九
五
七
年
一
月
号
雲
は
紫

北
村
寿
夫

一
九
五
九
年
四
月
号

矢
島
健
三

黒
（
こ
く
）
魔
王

高
木
彬
光

一
九
五
七
年
十
月
号

堂
昌
一

若
さ
ま
侍
捕
物
帖　

ひ
た
ひ
た
闇

城
昌
幸

一
九
五
七
年
二
月
号

加
島
晃

三
月
号
黄
金
の
星
座

林
房
雄

一
九
五
九
年
五
月
号
松
竹

岩
田
専
太
郎

恋
は
炎
か

大
林
清

一
九
五
八
年
十
二

月
号
日
活

田
代
光

四
月
号
日
影
恋
影

沙
羅
双
樹

一
九
五
八
年
九
月
号

石
原
豪
人

十
月
号
東
京
の
瞳

川
口
松
太
郎

一
九
五
八
年
二
月
号
大
映

岩
田
専
太
郎

十
二

月
号
夜
の
真
珠

織
田
勇

一
九
六
〇
年
二
月
号
松
竹

成
瀬
一
富

一
九
五
八
年
二
月
号
青
春
診
察
簿
（
カ
ル
テ
）

ド
ク
ト
ル
・
敬
子

一
九
五
九
年
六
月
号

堂
昌
一

三
月
号
血
太
郎
孤
独
雲
（
ひ
と
り
ぐ
も
）
柴
田
錬
三
郎

一
九
五
八
年
十
二

月
号
東
映

御
正
伸

五
月
号
お
話
の
原
っ
ぱ

壺
井
栄

一
九
五
九
年
十
二

月
号

堀
文
子

十
二

月
号
大
江
戸
振
袖
祭

沙
羅
双
樹

一
九
五
九
年
二
月
号
松
竹

石
原
豪
人

一
九
五
九
年
一
月
号
ト
ッ
プ
屋
取
材
帖

島
田
一
男

一
九
五
九
年
十
一

月
号
日
活

堂
昌
一

二
月
号
虹
之
介
乱
（
み
だ
）
れ
刃
（
や
い
ば
）
南
条
範
夫

一
九
六
〇
年
一
月
号
大
映

石
原
豪
人

五
月
号
美
少
年
変
化

北
村
寿
夫

一
九
六
〇
年
六
月
号
松
竹

吉
田
郁
也

六
月
号
若
い
仲
間

源
氏
鶏
太

一
九
六
〇
年
六
月
号
大
映

土
井
栄

十
月
号
誰
よ
り
も
君
を
愛
す

川
内
康
範

一
九
六
一
年
七
月
号
大
映

ラ
ジ
オ

岩
田
専
太
郎
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こ
の
作
成
手
順
を
簡
単
に
示
し
て
お
き
た
い
。
作
成
作
業
全
体
を

と
お
し
て
、
目
次
を
通
覧
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
誌
面
を
確

認
し
て
い
る
1
。
読
み
切
り
連
載
は
、
そ
の
シ
リ
ー
ズ
を
連
載
小
説

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
読
み
切
り
連
載
の
か
た
ち

で
の
芸
能
人
物
語
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
小
説
と
い

う
よ
り
も
芸
能
記
事
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
映
画
化
・
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
化
等
は
、
目
次
や
誌
面
で
そ
れ
が
謳
わ
れ
て
い
る
も
の
を

記
載
し
た
。

こ
の
表
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
の
連
載
小
説
の
作
家
の
多
く
が
大

衆
小
説
の
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
映
画
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
と

の
連
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
平
凡
』
に
お
い
て
も
連
載
小

説
と
映
画
と
の
連
動
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
割
合
は
、『
平
凡
』
の
ほ
う

が
高
い
。
具
体
的
に
は
、『
明
星
』
の
場
合
は
五
八
本
の
連
載
小
説
の

う
ち
三
四
本
が
映
画
化
さ
れ
て
い
る
。
割
合
は
約
五
八
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
拙
著
所
収
の
「『
平
凡
』
連
載
小
説
一

覧
」
を
見
る
と
、
一
〇
九
本
の
う
ち
八
三
本
が
映
画
化
さ
れ
て
お
り
、

割
合
は
約
七
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

続
く
第
三
節
か
ら
第
五
節
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
代
表
的
な
連

載
小
説
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ア
ッ
プ
展
開
に
つ
い
て
、
誌
面
を
た

ど
り
見
て
い
き
た
い
（
引
用
に
お
い
て
は
、
算
用
数
字
を
漢
数
字
に

す
る
な
ど
、
適
宜
統
一
を
は
か
っ
て
い
る
）。

三
　
北
條
誠
『
こ
の
世
の
花
』『
続
・
こ
の
世
の
花
』

北
條
誠
『
こ
の
世
の
花
』
は
創
刊
号
（
一
九
五
二
年
十
月
号
）
か

ら
一
九
五
五
年
八
月
号
ま
で
、『
続
・
こ
の
世
の
花
』
は
一
九
五
五
年

九
月
号
か
ら
一
九
五
六
年
十
二
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
。

一
九
五
五
年
三
月
号
の
『
こ
の
世
の
花
』
掲
載
の
一
頁
目
（
一
二

二
頁
）
に
は
、
文
化
放
送
で
毎
週
土
曜
日
午
後
九
時
三
〇
分
か
ら
一

〇
時
ま
で
、
朝
日
放
送
で
毎
週
水
曜
日
午
後
九
時
三
〇
分
か
ら
一
〇

時
ま
で
放
送
さ
れ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
四
月
号
か
ら
は
神
戸

放
送
が
く
わ
わ
っ
て
い
る
）。

四
月
号
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
で
は
、「
ラ
ジ
オ
で
き
け
る
三
大

小
説
」
と
題
し
た
見
開
き
の
頁
に
、『
明
星
』
連
載
中
の
『
花
嫁
は
ど

こ
に
い
る
』『
噫あ
あ

、
そ
の
人
を
…
』『
こ
の
世
の
花
』
そ
れ
ぞ
れ
の
収

録
風
景
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
説
『
こ
の
世
の
花
』
の
最
終
頁
（
一
八
二
頁
）
の
囲

み
記
事
「
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
へ
」
に
は
、「『
こ
の
世
の
花
』
は
圧
倒

的
好
評
の
う
ち
に
松
竹
で
映
画
化
さ
れ
、
三
月
第
一
週
（
第
一
部
）

三
月
第
二
週
（
第
二
、
第
三
部
）
と
、
ひ
き
つ
づ
き
封
切
ら
れ
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
！
」
と
書
か
れ
、
配
役
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

五
月
号
で
は
、
一
〇
八
頁
か
ら
一
一
七
頁
ま
で
『
こ
の
世
の
花
』

が
掲
載
さ
れ
た
続
き
に
、
一
一
八
頁
か
ら
一
二
一
頁
ま
で
「
こ
の
世
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の
花
座
談
会　

タ
ネ
あ
か
し
あ
の
手
こ
の
手
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
出
席
者
は
、
北
條
、
監
督
の
穂
積
利
昌
、
出
演
者
の
淡
路
恵
子
・

川
喜
多
雄
二
・
水
原
真
知
子
で
あ
る
。

十
二
月
号
で
は
、
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
で
見
開
き
二
頁
に
、「
続
こ

の
世
の
花　

上
州
ロ
ケ
」
と
題
し
ロ
ケ
の
模
様
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

る
と
と
も
に
、「
配
役
あ
て
大
懸
賞
」
が
告
知
さ
れ
て
い
る
。

『
続
・
こ
の
世
の
花
』
掲
載
の
一
頁
目
（
一
五
六
頁
）
に
は
、「
松

竹
映
画
化　

十
一
月
八
日
封
切　

主
題
歌
コ
ロ
ム
ビ
ア
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、「
ア
ン
テ
ナ
は
花
ざ
か
り　

放
送
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
め

ぐ
り
」
と
題
し
た
記
事
（
一
八
八
頁
～
一
九
一
頁
）
で
は
、「『
こ
の

世
の
花
』
の
久
美
子　

山
岡
久
乃
さ
ん
」「『
花
ふ
た
た
び
』
の
ま
ゆ

み　

向
井
真
理
子
さ
ん
」「『
君
美
し
く
』
の
茜　

水
城
蘭
子
さ
ん
」

が
登
場
し
て
い
る
。

二
四
三
頁
か
ら
始
ま
る
「
映
画
封
切
館
」
の
頁
で
は
、「
日
本
映

画
」
の
最
初
に
『
続
こ
の
世
の
花
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
六
年
一
月
号
の
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
「
歌
の
明
星
ヒ
ッ
ト
ソ
ン

グ
集
」
は
全
四
頁
か
ら
な
っ
て
お
り
、
最
終
頁
は
、
一
頁
を
全
面

使
っ
て
島
倉
千
代
子
の
全
身
写
真
と
映
画
の
ス
チ
ー
ル
写
真
が
組
み

合
わ
せ
ら
れ
、『
こ
の
世
の
花
』
主
題
歌
「
こ
の
世
の
花
」、『
続
・
こ

の
世
の
花
』
主
題
歌
「
お
も
い
で
の
花
」
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
作
詞
は
西
条
八
十
、
作
曲
は
万
城
目
正
で
あ
る
。

島
倉
の
芸
能
界
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
は
、『
平
凡
』
と
コ
ロ
ム
ビ

ア
レ
コ
ー
ド
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
五
回
「
コ
ロ
ム
ビ

ア
全
国
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル
」（
一
九
五
四
年
）
で
あ
っ
た
。

翌
二
月
号
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
「
有
川
の
新
居　

川
喜
多
雄
二

さ
ん
の
新
居
訪
問　

川
喜
多
雄
二
さ
ん　

島
倉
千
代
子
さ
ん
」
に
は

「
こ
の
世
の
花
」
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
、
リ
ー
ド
文
に
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。

川
喜
多
さ
ん
の
豪
華
な
お
宅
が
十
月
に
完
成
し
ま
し
た　

川
喜

多
さ
ん
は
本
誌
連
載
小
説
の
『
こ
の
世
の
花
』
映
画
化
で　

薄

倖
の
女
久
美
子　

由
美
に
慕
わ
れ
る
有
川
を
演
じ
て
好
評
で
し

た　

ま
た
こ
の
映
画
の
主
題
歌
「
こ
の
世
の
花
」
を
う
た
っ
て

一
躍
人
気
歌
手
と
な
っ
た
島
倉
千
代
子
さ
ん
は
大
の
川
喜
多
さ

ん
フ
ァ
ン
で
す　

そ
こ
で
今
日
は
そ
の
新
居
を
訪
問
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

四
月
号
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
便
り
」
で
は
、

「
椿
の
大
島
へ　
「
続
『
こ
の
世
の
花
』
第
六
部
第
七
部
」
と
の
見
出

し
の
も
と
ロ
ケ
の
模
様
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
、
主
題
歌
「
さ
す
ら
い

の
花
」
の
歌
詞
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。



22一九五〇年代における雑誌『明星』の連載小説とそのメディアタイアップ展開

六
月
号
で
は
、
三
頁
に
わ
た
る
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
「
ラ
ジ
オ
ス

タ
ア
の
こ
の
世
の
花
」
に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
の
出
演
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
の
衣
装
を
着
て
撮
影
さ
れ
た
各
場
面
の
写
真
が
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
放
送
局
で
北
條
を
囲
ん
だ
集
合
写
真
も
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

八
月
号
で
は
、「
映
画
化
さ
れ
る
明
星
の
評
判
小
説　

ロ
ケ
め
ぐ

り
セ
ッ
ト
め
ぐ
り
」
と
題
し
た
記
事
（
八
八
頁
～
九
一
頁
）
に
お
い

て
、『
マ
リ
ヤ
観
音
』『
続
こ
の
世
の
花
』『
花
嫁
募
集
中
』
の
三
作
品

の
撮
影
模
様
が
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、「
今
月
の
映
画
案
内
」（
一
八
三
頁
～
一
九
〇
頁
）
の

一
頁
目
で
は
『
続
・
こ
の
世
の
花
・
第
八
部　

さ
す
ら
い
の
浜
辺
』

の
大
島
ロ
ケ
の
模
様
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

十
月
号
で
は
三
頁
に
わ
た
る
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
「『
こ
の
世
の

花
』
ブ
ー
ム
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
映
画
『
こ
の
世
の
花
』
出
演
の

川
喜
多
雄
二
と
淡
路
恵
子
の
大
き
な
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
と
映
画

『
こ
の
世
の
花
』
の
第
一
部
か
ら
第
八
部
ま
で
の
ス
チ
ー
ル
写
真
、
さ

ら
に
は
新
派
『
こ
の
世
の
花
』
舞
台
の
写
真
一
枚
と
ラ
ジ
オ
『
こ
の

世
の
花
』
収
録
関
係
の
写
真
二
枚
計
三
枚
の
小
さ
な
写
真
で
、
構
成

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
号
で
は
一
〇
二
頁
か
ら
一
一
一
頁
ま
で
『
続
・
こ
の
世
の

花
』
が
掲
載
さ
れ
、
一
一
二
頁
～
一
一
五
頁
に
「
お
好
み
座
談
会　

映
画
★
ラ
ジ
オ
こ
の
世
の
花
大
会
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

北
條
と
、
映
画
・
ラ
ジ
オ
で
有
川
・
久
美
子
・
由
美
を
演
じ
る
芸
能

人
計
六
人
と
の
座
談
会
で
あ
る
。
一
一
五
頁
に
は
囲
み
記
事
「〝
こ
の

世
の
花
〟
と
島
倉
千
代
子
さ
ん
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

十
二
月
号
で
は
、「
人
気
の
連
続
も
の
」
と
題
し
た
見
開
き
二
頁
の

映
画
紹
介
記
事
の
右
上
に
『
こ
の
世
の
花
』
の
写
真
入
り
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

「
ス
タ
ジ
オ
・
ニ
ュ
ー
ス
」
と
題
し
た
見
開
き
二
頁
（
二
一
二
頁
・

二
一
三
頁
）
の
左
頁
（
二
一
三
頁
）
の
「
い
よ
い
よ
完
結
す
る
こ
の

世
の
花
」
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
と
し
て
は

長
い
シ
リ
ー
ズ
の
映
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

�

本
誌
連
載
の
長
篇
小
説
（
北
條
誠
作
）
を
映
画
化
し
た
松
竹

の
『
こ
の
世
の
花
』
は
昨
年
三
月
に
第
一
部
を
発
表
以
来
、
全

国
的
に
大
へ
ん
な
反
響
を
呼
び
一
年
半
に
わ
た
っ
て
回
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
第
九
部
、
第
十
部
を
も
っ
て
い
よ

い
よ
完
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

と
に
か
く
、
こ
ん
な
に
長
く
評
判
を
つ
づ
け
た
映
画
は
初
め

て
で
、
全
部
の
フ
ィ
ル
ム
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
と
、
ざ
っ
と
五

万
フ
ィ
ー
ト
（
一
万
五
千
三
百
メ
ー
ト
ル
）
に
も
な
り
、
長
尺

の
日
本
新
記
録
を
つ
く
り
ま
し
た
。
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こ
の
号
に
『
続
・
こ
の
世
の
花
』
の
「
完
結
篇
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
一
九
五
六
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
『
明
星
ア
ワ
ー
』
が

ラ
ジ
オ
東
京
で
放
送
を
開
始
し
た
（『
平
凡
ア
ワ
ー
』
が
一
九
五
一
年

十
一
月
に
文
化
放
送
で
始
ま
っ
て
い
る
）。
一
九
五
七
年
三
月
号
の

最
終
頁
「
明
星
ア
ワ
ー
」
で
は
、
番
組
第
六
回
目
「
島
倉
千
代
子
さ

ん
と
川
喜
多
雄
二
さ
ん
の
〝
こ
の
世
の
花
〟
コ
ン
ビ
で
〝
東
京
の
人

よ
さ
よ
う
な
ら
〟」
収
録
の
模
様
の
写
真
一
枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
写
真
か
ら
こ
れ
は
公
開
録
音
と
思
わ
れ
る
）。

四
　
源
氏
鶏
太
『
青
空
娘
』

源
氏
鶏
太
『
青
空
娘
』
は
、
一
九
五
六
年
年
七
月
号
か
ら
一
九
五

七
年
十
一
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
一
九
五
六
年
七
月
号
の
目
次
で

は
、『
青
空
娘
』
と
菊
田
一
夫
『
忘
却
の
花
び
ら
』2
が
「
二
大
新
連

載
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
七
年
一
月
号
に
は
、「
若
尾
ち
ゃ
ん
は
青
空
娘　

源
氏
先

生
こ
ん
に
ち
は
」
と
題
し
た
見
開
き
二
頁
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
若
尾
文
子
が
源
氏
の
家
を
訪
問
し
た
も
の
で
あ
る
。

編
集
部
に
よ
る
次
の
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

八
月
号
か
ら
本
誌
に
連
載
さ
れ
圧
倒
的
な
人
気
を
呼
ん
で
い
る

源
氏
先
生
の
野
心
作
青
空
娘
は　

映
画
化
も
本
決
り
に
な
り
い

ま
や
大
映
で
着
々
と
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す　

一
方

編
集
部
に
は
毎
日
の
よ
う
に　

悲
し
み
や
苦
し
み
に
負
け
な
い

健
気
な
ヒ
ロ
イ
ン
有
子
の
役
に
た
い
す
る
ご
希
望
の
投
書
も

ひ
っ
き
り
な
し
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す　

今
日
は
皆
さ
ま
の
夢

を
実
現
し
よ
う
と
最
も
ご
希
望
の
多
か
っ
た
若
尾
ち
ゃ
ん
に
駒

場
の
森
に
ほ
ど
近
い
閑
静
な
源
氏
先
生
の
お
宅
を　

お
た
ず
ね

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

四
月
号
で
は
、「
耳
か
ら
聞
く
本
誌
連
載
小
説
い
よ
い
よ
登
場
！　

明
星
ア
ワ
ー
の
『
青
空
娘
』」
と
題
し
た
一
頁
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア

が
あ
る
。
次
の
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

青
空
の
よ
う
な
娘
に
な
り
た
い
…
…
あ
ふ
れ
出
る
涙
を
こ
ら
え

て
明
る
く
呼
び
か
け
る
若
尾
ち
ゃ
ん
の
愁
い
を
お
び
た
声
で
始

ま
る
〝
明
星
ア
ワ
ー　

青
空
娘
〟
本
誌
連
載
で
爆
発
的
人
気
を

続
け
る
青
空
娘
が　

い
よ
い
よ
本
格
的
ド
ラ
マ
と
し
て　

明
星

な
ら
で
は
の
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
配
し
来
る
二
月
二
十
一
日
よ
り

お
な
じ
み
明
星
ア
ワ
ー
に
登
場
し
ま
す

こ
の
グ
ラ
ビ
ア
に
は
、
出
演
者
た
ち
と
源
氏
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
第
一
回
の
出
演
者
は
、
菅
原
謙
二
・
阿
部
寿
美
子
・
東
山
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千
栄
子
・
若
尾
文
子
・
宮
坂
将
嘉
・
大
木
民
夫
・
小
泉
博
で
あ

る
3
。ま

た
、
二
四
一
頁
の
囲
み
記
事
「
青
空
娘
放
送
開
始
！
」
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

主
役
の
有
子
は
若
尾
文
子
さ
ん

�

本
誌
連
載
の
小
説
で
圧
倒
的
な
好
評
を
博
し
て
い
る
源
氏
鶏

太
先
生
の
、『
青
空
娘
』
が
、
二
月
十
一
日
午
後
九
時
三
十
分
の

ラ
ジ
オ
東
京
を
皮
切
り
に
、
い
よ
い
よ
『
明
星
ア
ワ
ー
』（
津
村

順
天
堂
提
供
）
の
電
波
に
の
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
苦
し
み
に
も

負
け
ず
い
つ
も
青
空
の
よ
う
に
明
朗
な
主
役
の
小
野
有
子
に

は
、
人
気
投
票
で
女
優
ナ
ン
バ
ー
・
１
の
若
尾
文
子
さ
ん
。
二

見
桂
吉
に
は
菅
原
謙
二
さ
ん
。
広
岡
に
小
泉
博
さ
ん
な
ど
の
麦

の
グ
ル
ー
プ
。
そ
れ
に
劇
団
三
期
会
や
東
山
千
栄
子
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
各
劇
団
の
ベ
テ
ラ
ン
が
、
あ
げ
て
参
加
す
る
と
い

う
豪
華
配
役
で
す

�

若
尾
さ
ん
が
「
私
の
声
で
、
悲
し
み
の
中
に
も
明
る
い
有
子

の
感
じ
を
出
せ
る
か
し
ら
」
と
い
い
な
が
ら
も
、「
本
格
的
な
ド

ラ
マ
は
は
じ
め
て
な
の
で
一
生
懸
命
や
り
ま
す
」
と
張
り
切
れ

ば
、
原
作
者
の
源
氏
先
生
も
「
若
尾
さ
ん
な
ら
僕
の
イ
メ
ー
ジ

に
ピ
ッ
タ
リ
だ
」
と
い
う
わ
け
で
、
快
調
の
す
べ
り
出
し
を
し

ま
し
た
。

�

ぜ
ひ
『
明
星
ア
ワ
ー
』
を
お
き
き
く
だ
さ
い
。（
全
国
各
局
の

放
送
時
間
は
二
三
五
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。）

（
配
役
）
小
野
有
子
（
若
尾
文
子
）
二
見
桂
吉
（
菅
原
謙
二
）
広

岡
良
輔
（
小
泉
博
）
お
ば
あ
さ
ん
（
東
山
千
栄
子
）
お
じ
い
さ

ん
（
宮
坂
将
嘉
）
母　

達
子
（
堀
越
節
子
）
喫
茶
店
の
女
（
山

岡
久
乃
）

二
三
四
頁
か
ら
『
青
空
娘
』
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
二
三
五
頁
欄

外
「
☆
明
星
ア
ワ
ー
で
放
送
開
始
！
」
に
よ
る
と
、
こ
の
番
組
は
七

局
で
放
送
さ
れ
て
い
る
。

五
月
号
で
は
目
次
の
折
込
の
裏
に
、『
青
空
娘
』
主
題
歌
の
楽
譜
と

歌
詞
な
ら
び
に
島
倉
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
青
空
娘
』
掲
載
頁
の
囲
み
記
事
「
ド
ラ
マ
青
空
娘
の
主
題
歌
誕

生
！
」（
一
一
九
頁
）
で
は
、
主
題
歌
は
西
条
八
十
作
詞
・
万
城
目
正

作
曲
・
島
倉
千
代
子
歌
で
あ
る
と
さ
れ
、
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
記
事
に
は
「「
こ
の
世
の
花
」
以
来
の
ヒ
ッ
ト
メ
ロ
デ
ィ
誕
生
」

と
い
う
見
出
し
の
も
と
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

★
二
月
二
十
一
日
か
ら
『
明
星
ア
ワ
ー
』（
津
村
順
天
堂
提
供
）

の
電
波
に
の
っ
た
連
続
放
送
劇
『
青
空
娘
』
は
、
麦
の
グ
ル
ー
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プ
を
は
じ
め
、
放
送
の
ベ
テ
ラ
ン
を
ず
ら
り
と
そ
ろ
え
た
豪
華

番
組
だ
け
に
、
早
く
も
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
西
条
八
十
、

万
城
目
正
、
島
倉
千
代
子
の
名
ト
リ
オ
で
お
く
る
主
題
歌
「
青

空
娘
」
が
話
題
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

�

源
氏
先
生
の
作
品
の
愛
読
者
で
小
野
有
子
フ
ァ
ン
の
島
倉
さ

ん
は
た
い
へ
ん
な
熱
の
い
れ
よ
う
で
主
人
公
の
幸
福
を
祈
り

い
っ
ぱ
い
の
感
情
を
こ
め
て
歌
っ
た
も
の
で
、
島
倉
さ
ん
の
出

世
作
、「
こ
の
世
の
花
」
に
つ
ぐ
ヒ
ッ
ト
曲
誕
生
と
も
っ
ぱ
ら
の

噂
で
す
。

二
七
五
頁
の
囲
み
記
事
「
青
空
娘
放
送
こ
ぼ
れ
話
」
で
は
、
菅
原

謙
二
の
熱
の
入
れ
よ
う
と
源
氏
の
母
親
が
「『
青
空
娘
』
の
大
フ
ァ

ン
」
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

六
月
号
で
は
、『
青
空
娘
』
掲
載
頁
の
な
か
に
囲
み
記
事
「
ま
た
も

誕
生
！　
『
青
空
娘
』
の
新
し
い
歌
」（
一
六
三
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。「
ビ
ク
タ
ー
の
新
進
中
原
葉
子
、
五
月
み
ど
り
さ
ん
の
挿
入
歌

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
」
と
記
さ
れ
、
五
月
は
、
窪
田
篤
人
作
詞
・

宮
城
秀
雄
作
曲
「
私
は
ひ
と
り
」、
中
原
は
、
同
「
そ
っ
と
母
の
名

を
」
を
歌
う
。

こ
の
号
の
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
ペ
ー
ジ
」
の
な
か
に
「
風
が
吹

い
て
も
雨
が
ふ
っ
て
も　
『
青
空
娘
』
録
音
夜
ば
な
し
」
の
記
事
が
あ

る
。
そ
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
、
こ
の
あ
と
出
演
者
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

☆
…「
若
尾
ち
ゃ
ん
に
ぜ
ひ
歌
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」「
有

子
は
い
つ
お
母
さ
ん
に
逢
え
る
の
で
し
ょ
う
？
」「
有
子
は
二

見
と
広
岡
の
ど
ち
ら
と
結
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
？
」

�

ま
だ
二
カ
月
し
か
経
た
な
い
の
に
『
青
空
娘
』
の
係
に
は
投

書
が
山
。
し
か
し
結
末
は
源
氏
先
生
も
ま
だ
は
っ
き
り
決
め
て

お
ら
れ
な
い
そ
う
だ
。
先
が
楽
し
み
。

な
お
こ
の
号
に
は
、「
歌
姫
さ
い
は
て
の
国
を
ゆ
く　

島
倉
千
代

子
さ
ん
の
北
海
道
巡
業
」
と
題
し
た
三
頁
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
が

あ
り
、
一
〇
〇
頁
～
一
〇
五
頁
に
か
け
て
が
「
特
集　

島
倉
千
代
子
」

と
な
っ
て
い
る
。

七
月
号
で
は
、『
青
空
娘
』
掲
載
頁
の
な
か
に
囲
み
記
事
「
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
『
青
空
娘
』
の
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
」
が
あ
る
（
一
一

五
頁
）。
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
う
え
で
、「
◇
宛
名　

東
京
都
千
代

田
区
神
田
一
ツ
橋
二
ノ
三　

集
英
社　

明
星
ラ
ジ
オ
係
」
と
な
っ
て

い
る
。〝

明
星
ア
ワ
ー
〟
で
お
な
じ
み
の
連
続
放
送
劇
『
青
空
娘
』
は
、
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スマ

マ

タ
ッ
フ
の
好
演
に
よ
っ
て
聴
取
率
も
上
昇
の
一
途
を
た
ど

り
、
人
気
番
組
と
し
て
各
方
面
の
話
題
を
よ
ん
で
い
ま
す
が
、

ま
す
ま
す
こ
の
番
組
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
ド
ラ
マ
『
青
空

娘
』
に
つ
い
て
あ
な
た
の
感
想
（
聞
い
て
い
る
放
送
局
名
も
明

記
の
こ
と
）
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
抽
選
に
よ
っ
て
三
十
名
の

方
に
つ
ぎ
の
商
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

こ
の
号
の
巻
末
の
グ
ラ
ビ
ア
「
今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
な
か
に

は
「
明
星
ア
ワ
ー
『
青
空
娘
』
の
音
楽
録
音
風
景
作
曲
家
の
宮
城
秀

雄
さ
ん
と
中
原
葉
子
さ
ん
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

八
月
号
の
『
青
空
娘
』
掲
載
頁
の
な
か
に
囲
み
記
事
「
青
空
娘
放

送
こ
ぼ
れ
話
」
が
あ
る
（
一
一
七
頁
）。
こ
こ
で
は
、
出
演
者
の
阿
部

寿
美
子
と
久
保
菜
穂
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
聴
衆
者
か
ら
の
投
書
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

後
者
に
は
、
こ
の
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
る
。「「
ダ
イ
ヤ
ル
を
切

り
か
え
て
、
一
週
間
の
中
に
同
じ
も
の
を
三
回
聞
き
ま
し
た
」
と
い

う
熱
心
な
少
女
フ
ァ
ン
」「「
学
校
も
終
っ
て
二
里
の
山
道
を
帰
っ
て

聞
く
た
め
、
友
達
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
急
い
で
帰
り
ま
す
。
放
送

劇
ぎ
ら
い
の
兄
も
ダ
イ
ア
ル
を
き
り
か
え
て
待
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
青
梅
市
の
あ
る
定
時
制
高
校
の
少
女
」「「
青
空
娘
の
時
間
だ
け
は

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
き
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
四
十
三
歳
の
お

母
さ
ん
な
ど
話
題
は
豊
富
で
す
」。

九
月
号
で
は
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
「
芸
能
ニ
ュ
ー
ス
」
に
お
い
て

六
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
写
真
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
ひ
と

つ
が
「
本
誌
に
連
載　

好
評
の
連
続
放
送
劇
『
青
空
娘
』
の
主
題
歌

が
コ
ロ
ム
ビ
ア
で
吹
き
こ
ま
れ
ま
し
た
」
で
あ
る
。

『
青
空
娘
』
掲
載
頁
に
囲
み
記
事
「
青
空
娘
放
送
こ
ぼ
れ
話
」
が
あ

る
（
一
一
五
頁
）。
こ
の
な
か
で
、「『
青
空
娘
』
感
想
文
の
当
選
発

表
」
と
し
て
、「
本
誌
で
募
集
し
た
ド
ラ
マ
『
青
空
娘
』
の
感
想
文

は
、
締
切
日
ま
で
わ
ず
か
で
し
た
が
、
応
募
数
は
四
千
通
を
こ
え
、

有
益
な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

十
月
号
で
は
二
〇
〇
頁
か
ら
二
〇
八
頁
ま
で
『
青
空
娘
』
第
十
六

回
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
八
頁
で
は
そ
の
本
文
の
あ
と
に
、
次

の
告
知
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「《
映
画
化
の
お
知
ら
せ
》　

お
待
ち

か
ね
『
青
空
娘
』
は
、
若
尾
文
子
・
菅
原
謙
二
の
コ
ン
ビ
で
、
こ
の

ほ
ど
ク
ラ
ン
ク
・
イ
ン
（
十
月
三
週
封
切
）
し
ま
し
た
。
出
演
者
の

顔
ぶ
れ
は
、
こ
の
ほ
か
川
崎
敬
三　

穂
高
の
り
子　

八
汐
悠
子　

藤

田
佳
子　

矢
島
ひ
ろ
子
と
い
う
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
」。
若
尾
と
菅
原
の
共
演
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
同
じ
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
ふ
た
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
一
月
号
で
は
、「
青
空
娘　

ロ
ケ
報
告
」（
七
六
頁
・
七
七
頁
）
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に
お
い
て
、
伊
豆
半
島
城
ヶ
崎
海
岸
で
の
ロ
ケ
の
模
様
が
記
事
と
写

真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
映
画
封
切
館
」
の
頁
で
は
、
一
七
〇
頁
・
一
七
一
頁
で
『
青
空

娘
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。〈

観
賞
手
引
〉
本
誌
に
連
載
さ
れ
て
大
評
判
に
な
っ
た
小
説
の

映
画
化
で
ラ
ジ
オ
東
京
の
連
続
放
送
劇
に
も
な
っ
た
こ
と
は
ご

存
じ
の
通
り
。
放
送
劇
の
と
き
と
同
様
有
子
に
若
尾
文
子
さ

ん
、
二
見
先
生
に
菅
原
謙
二
さ
ん
が
扮
し
ま
す
。
演
出
は
『
く

ち
づ
け
』
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
増
村
保
造
監
督
。

紹
介
し
た
本
文
の
あ
と
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
☆

…
大
映
カ
ラ
ー
総
天
然
色
。
十
一
月
一
週
に
封
切
ら
れ
る
大
映
東
京

を
総
動
員
し
た
文
字
通
り
の
大
作
で
、『
青
空
娘
』
愛
読
者
の
み
な
さ

ん
に
も
一
見
を
お
す
す
め
し
ま
す
」。

こ
の
号
の
二
五
八
頁
か
ら
二
六
八
頁
に
か
け
て
『
青
空
娘
』
最
終

回
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
二
五
八
頁
の
本
文
の
前
に
は
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。

「
お
母
さ
ん
！
」
思
え
ば
悲
し
い
心
の
旅
路
だ
っ
た
が
、
も
う
こ

れ
か
ら
は
青
空
に
母
の
名
を
呼
ぶ
こ
と
も
な
い
。
青
空
の
無
限

は
信
じ
て
も
…
…
映
画
に
ラ
ジ
オ
に
大
人
気
の
評
判
小
説
堂
々

こ
こ
に
完
結
！

二
六
八
頁
の
『
青
空
娘
』
本
文
の
あ
と
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

ひ
と
び
と
の
心
に
美
し
い
と
も
し
灯
を
つ
け
る
よ
う
な
『
青
空

娘
』
は
ラ
ジ
オ
に
映
画
に
と
熱
狂
的
な
人
気
の
中
に
完
結
し
ま

し
た
。
作
者
源
氏
鶏
太
先
生
、
佐
藤
泰
治
先
生
、
ご
愛
読
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ま
に
あ
つ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
大
映
映
画

『
青
空
娘
』
は
十
月
三
週
に
封
切
り
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
も
「
映
画
に
ラ
ジ
オ
に
大
人
気
の
評
判
小
説
堂
々
こ
こ

に
完
結
！
」「
ラ
ジ
オ
に
映
画
に
と
熱
狂
的
な
人
気
の
中
」
と
あ
る
。

じ
っ
さ
い
、
映
画
『
青
空
娘
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
発
売
、

二
〇
一
四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
予
告
篇
の
冒
頭
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

も
、「
ラ
ジ
オ
に
小
説
に
若
い
女
性
の
人
気
娘
が
い
よ
い
よ
映
画
に

な
り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
確
認
で
き
る
。

十
二
月
号
の
巻
頭
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
に
は
、「
青
空
娘　

若
尾
文

子
さ
ん
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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見
開
き
二
頁
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
「
花
の
招
待
状　

大
映
撮
影

所
見
学　

青
空
娘
と
ス
タ
ア
た
ち
」
は
、
ジ
ュ
ジ
ュ
ク
リ
ー
ム
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
の
読
者
参
加
企
画
で
あ
る
。『
青
空
娘
』
と
直
接
の
関

係
は
な
い
が
編
集
部
に
よ
る
文
章
の
な
か
に
「
青
空
娘
の
よ
う
に
明

る
い
娘
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ
て　

俳
優
さ
ん
も
撮
影
の
疲
れ
を
忘
れ

て
ニ
ッ
コ
リ
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。

な
お
集
英
社
発
行
の
『
少
女
ブ
ッ
ク
』
一
九
五
七
年
八
月
号
か
ら

一
九
五
八
年
三
月
号
ま
で
、
源
氏
鶏
太
原
作
・
牧
か
ず
ま
絵
の
漫
画

『
青
空
娘
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
九
五
七
年
八
月
号
と
十
二
月
号

は
別
冊
付
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

五
　
川
内
康
範
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』

川
内
康
範
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
は
、
一
九
五
九
年
年
十
月
号

か
ら
一
九
六
一
年
七
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
十
二
月
号
で
は
、『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
の
第
三
回

が
一
〇
二
頁
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
一
〇
五
頁
に

「
歌
に
な
っ
た
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』」
と
題
し
た
囲
み
記
事
が
あ

る
。
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

十
月
号
よ
り
本
誌
に
連
載
、
早
く
も
大
評
判
の
『
誰
よ
り
も

君
を
愛
す
』
が
、
こ
の
ほ
ど
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
で
歌
に
な
り

ま
し
た
。

�

川
内
先
生
の
美
し
い
詩
を
も
と
に
、
作
曲
界
の
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
吉
田
正
先
生
が
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
、
歌
は
お
馴
染
み
魅
惑

の
コ
ー
ラ
ス
〝
和
田
弘
と
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
〟、
そ
し
て
ハ
ス

キ
ー
（
し
わ
が
れ
）
な
声
に
独
特
の
魅
力
を
も
つ
松
尾
和
子
さ

ん
。
こ
う
い
っ
た
メ
ロ
調
の
も
の
は
恐
ら
く
マ
ヒ
ナ
と
し
て
も

は
じ
め
て
の
歌
で
す
が
、
甘
く
、
切
な
く
、
そ
し
て
や
る
せ
な

い
ス
ロ
ー
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
た
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
皆
さ
ま
の

お
耳
に
達
す
る
の
も
間
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。（
十
一
月
発

売
）

こ
の
本
文
の
下
に
は
歌
詞
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
上
に
掲

載
さ
れ
た
写
真
に
は
「
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
に
囲
ま
れ
て
川
内
先
生

（
前
列
向
っ
て
右
か
ら
二
人
目
）、
松
尾
和
子
さ
ん
、
吉
田
先
生
。
吹

き
込
み
の
ひ
と
と
き
。」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
二
月
号
に
は
、「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」
と
題
し
た
一

頁
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
が
あ
る
。
編
集
部
に
よ
る
説
明
文
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

人
気
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
美
貌
の
ス
チ
ワ
ー
デ
ス
の
恋
の
烈
し
さ

を
描
い
た
川
内
康
範
先
生
の
大
ロ
マ
ン　

本
誌
で
大
好
評
の
連
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載
小
説
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
が　

こ
ん
ど
久
保
菜
穂
子　

安
井
昌
二
の
好
配
役
で
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
さ
れ　

一
月
四
日
か

ら
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
を
キ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
開
始
さ
れ
ま

す
グ
ラ
ビ
ア
は
、
夜
の
街
角
に
た
た
ず
む
ふ
た
り
の
写
真
と
松
尾
和

子
の
写
真
で
構
成
さ
れ
、
前
者
の
写
真
の
夜
空
の
部
分
に
は
白
抜
き

文
字
の
歌
詞
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

三
月
号
で
は
、『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
第
六
回
が
一
八
二
頁
か
ら

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
頁
に
は
囲
み
記
事
「
大
好
評
！　

誰
よ

り
も
君
を
愛
す
」
が
あ
り
、「
吹
き
こ
み
打
ち
合
わ
せ
中
の
和
田
弘
と

マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
」「
最
近
の
松
尾
和
子
さ
ん
」
の
写
真
と

と
も
に
、「
明
星
連
載
小
説
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
主
題
歌　

連
続

放
送
劇
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
主
題
歌
」
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
事
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

明
星
十
月
号
よ
り
連
載
の
〝
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
〟
は
レ

コ
ー
ド
に
放
送
に
爆
発
的
な
人
気
を
呼
び
、
一
九
六
〇
年
の
初

頭
を
飾
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

�

こ
の
主
題
歌
は
去
る
十
二
月
和
田
弘
と
マ
ヒ
ナ
・
ス
タ
ー
ズ

及
び
松
尾
和
子
の
皆
さ
ん
の
歌
で
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
よ
り
発

売
さ
れ
、
早
く
も
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
に
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
放
送
も
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
を
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
毎
日
（
但
し
土
曜
日
曜
を
の
ぞ
く
）
十
五
分
の
帯
番

組
と
し
て
全
国
に
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

な
お
こ
の
放
送
吹
き
こ
み
の
詳
細
は
、
本
誌
二
三
六
頁
に
掲

載
さ
れ
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
わ
せ
て
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

二
三
六
頁
に
は
「
つ
い
に
放
送
開
始
！　

本
誌
連
載
誰
よ
り
も
君

を
愛
す　

主
演
は
安
井
昌
二
・
久
保
菜
穂
子
」
と
題
し
た
一
頁
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

五
月
号
の
巻
頭
に
は
十
頁
の
折
り
込
み
付
録
「
和
田
弘
と
マ
ヒ

ナ
・
ス
タ
ー
ズ　

魅
惑
の
コ
ー
ラ
ス
ア
ル
バ
ム
」
が
あ
り
、
そ
の
一

曲
目
が
「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」
と
な
っ
て
い
る
。

十
月
号
の
一
〇
六
頁
か
ら
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
第
十
三
回
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
七
頁
に
「
大
映
映
画
完
成
近
し
！　

主
題

歌
・
ビ
ク
タ
ー
・
レ
コ
ー
ド
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
一
五
頁
に
囲
み
記
事
「
大
映　

秋
の
超
大
作
〝
誰
よ
り
も
君
を

愛
す
〟　
〝
最
高
〟
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
作
り
ま
す　

抱
負
を
語
る
田
中

監
督
と
本
郷
功
次
郎
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
慎
重
に
打
ち
合
わ
せ

中
の
田
中
重
雄
監
督
と
本
郷
功
次
郎
さ
ん
」「
原
作
者
の
川
内
康
範

先
生
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記
事
の
本
文
は
次
の
と
お
り
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で
あ
る
。

�
本
誌
連
載
小
説
〝
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
〟
が
い
よ
い
よ
大
映

で
映
画
化
、
こ
の
九
月
中
旬
か
ら
い
っ
せ
い
に
封
切
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

�

ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
小
説
は
、
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
半
沢
明
人
と
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
森
砂
江
子
の
美
し
く
も

激
し
い
愛
情
を
テ
ー
マ
に
し
た
一
大
メ
ロ
ド
ラ
マ
で
、
作
者
の

川
内
康
範
先
生
も
、
本
格
的
な
恋
愛
小
説
と
し
て
、〝
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
た
い
〟
と
意
気
ご
ん
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
力
作

で
す
。

�

大
映
と
し
て
も
、
久
し
ぶ
り
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
映
画
の
こ
と
、

特
に
監
督
に
は
三
十
年
の
経
験
を
誇
る
田
中
重
雄
監
督
を
配

し
、
キ
ャ
ス
ト
に
、
若
尾
文
子
（
森
砂
江
子
）
本
郷
功
次
郎
（
半

沢
明
人
）
野
添
ひ
と
み
、
叶
順
子
、
菅
原
謙
二
、
川
崎
敬
三
Ｅ

Ｔ
Ｃ
…
…
と
大
映
最
高
の
オ
ー
ル
ス
タ
ア
を
総
動
員
し
て
、
意

欲
的
な
撮
影
を
進
め
て
い
ま
す
。

�

そ
こ
で
本
誌
で
は
大
映
多
摩
川
撮
影
所
で
、
打
ち
合
わ
せ
中

の
田
中
監
督
と
本
郷
功
次
郎
さ
ん
を
つ
か
ま
え
、
こ
の
映
画
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
抱
負
な
ど
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。

「
メ
ロ
ド
ラ
マ
っ
て
い
う
の
は
、
一
番
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
だ
け
に
作
り
が
い
が
あ
る
と
い
う
も
の
。
と
に
か
く
今
ま
で

に
な
か
っ
た
新
し
い
も
の
、
た
と
え
ば
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

メ
ロ
ド
ラ
マ
と
い
っ
た
リ
ア
ル
な
も
の
を
作
り
た
い
で
す
ね
」

�

開
口
一
番
、
田
中
監
督
が
そ
の
抱
負
を
語
り
ま
す
と
、
そ
ば

か
ら
本
郷
さ
ん
が
、

「
僕
は
現
代
も
の
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
出
演
は
は
じ
め
て
な
ん
で
す
。

時
代
劇
の
メ
ロ
な
ら
別
に
な
ん
と
も
感
じ
な
い
ん
で
す
が
、
現

代
物
の
メ
ロ
は
セ
リ
フ
が
テ
レ
ち
ゃ
っ
て
…
…
。
で
も
お
客
さ

ん
に
笑
わ
れ
た
り
、
バ
カ
に
さ
れ
な
い
よ
う
な
い
い
仕
事
を
し

ま
す
よ
」

�

と
キ
ッ
パ
リ
語
り
ま
す
。

「
ロ
ケ
も
や
る
ん
で
す
ね
」

�

記
者
の
質
問
に
、

「
え
え
、
北
海
道
と
大
阪
に
ね
、
東
京
を
中
心
と
し
て
東
西
に
動

く
わ
け
で
す
か
ら
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
カ
ラ
ー
作
品
に
な
り

ま
す
よ
」

�

そ
れ
に
例
の
松
尾
さ
ん
と
マ
ヒ
ナ
・
ス
タ
ー
ズ
の
歌
う
〝
誰

よ
り
も
君
を
愛
す
〟
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
全
編
に
流
し
て
歌
謡
映

画
と
し
て
も
本
格
的
な
も
の
を
作
り
あ
げ
る
と
か
。「
吉
田
正

君
（〝
誰
よ
り
も
…
…
〟
の
作
曲
者
）
と
は
古
い
友
人
な
ん
で
全

面
的
に
協
力
し
て
も
ら
う
つ
も
り
」
と
い
う
こ
と
で
、
田
中
監
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督
の
抱
負
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
最
後
に
本
郷
さ
ん
も
、

�
「
今
、
ヌ
ー
ベ
ル
・
バ
ー
グ
な
ん
て
荒
っ
ぽ
い
映
画
が
流

行
っ
て
い
ま
す
が
、
僕
は
そ
れ
に
挑
戦
し
ま
す
よ
。
本
格
的
メ

ロ
ド
ラ
マ
で
ね
…
…
」

�

と
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
期
待
に
た
が
わ
ぬ
最
高

の
作
品
が
で
き
そ
う
で
す
。

こ
の
号
の
二
三
三
頁
か
ら
二
三
七
頁
ま
で
が
「
九
月
の
映
画
案

内
」
の
頁
と
な
っ
て
お
り
、
二
三
六
頁
か
ら
二
三
七
頁
に
か
け
て

「
本
郷
・
若
尾
の
大
恋
愛
篇　

誓
い
の
心
か
た
く
美
し
く　

誰
よ
り

も
君
を
愛
す
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、
映
画
の
あ
ら
す
じ
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
一
年
二
月
号
で
は
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
一
二
九
頁
の
欄
外
に
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
★

今
月
の
歌
謡
ニ
ュ
ー
ス　
「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」
レ
コ
ー
ド
大
賞

受
賞
！　

こ
の
小
説
の
主
題
歌
「
誰
よ
り
も

―
」
が
六
〇
年
の
日

本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
獲
得
、
作
詞
の
川
内
、
作
曲
の
吉
田
両
先
生
、

歌
の
松
尾
さ
ん
、
マ
ヒ
ナ
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
」。
こ
の
よ
う

に
「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」
は
第
二
回
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
し
た
。

三
月
号
の
八
六
頁
・
八
七
頁
に
は
「
お
忙
し
い
芸
能
夫
妻
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー　

ケ
ン
カ
し
て
い
る
ひ
ま
も
な
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も

と
、
八
六
頁
で
川
口
浩
・
野
添
ひ
と
み
が
、
八
七
頁
で
大
野
喬
・
松

尾
和
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
八
六
頁
の
見
出
し
に
は
「
メ
ロ
ド
ラ

マ
の
よ
う
で
悲
し
い
の
！
」
と
、
八
七
頁
の
見
出
し
に
は
「
心
は
い

つ
も
「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」」
と
書
か
れ
て
い
る
。

『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
掲
載
頁
の
一
六
六
頁
・
一
六
七
頁
に
は
、

「
歌
で
も
日
本
一　

デ
ィ
ス
ク
大
賞
を
受
け
た
〝
誰
よ
り
も
君
を
愛

す
〟」
と
題
し
た
記
事
が
あ
る
。
本
文
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

�

小
説
、『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
は
や
く

も
一
年
あ
ま
り
。
明
人
と
砂
江
子
の
運
命
は
波
瀾
に
み
ち
て
、

毎
日
私
た
ち
の
手
に
汗
を
に
ぎ
ら
せ
ま
す
が
、
こ
の
小
説
と
と

も
に
去
年
、
日
本
全
国
を
フ
ー
ビ
し
た
の
が
そ
の
主
題
歌
、
川

内
康
範
作
詞
、
吉
田
正
作
曲
、
松
尾
和
子
と
マ
ヒ
ナ
・
ス
タ
ー

ズ
が
う
た
う
「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」
で
し
た
。

�

こ
の
小
説
に
ふ
さ
わ
し
い
哀
切
の
ム
ー
ド
を
も
り
あ
げ
た
作

詞
、
作
曲
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
い
手
を
え
て
、「
誰
よ
り
も

君
を
愛
す
」
は
歌
で
も
日
本
一
、
十
二
月
二
十
八
日
、
権
威
あ

る
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
う
け
ま
し
た
。

�
（
略
）

�
映
画
も
、三
月
に
は
続
編
が
で
き
る
と
か
。「
誰
よ
り
も

―
」

ブ
ー
ム
は
、
今
年
も
つ
づ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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な
お
こ
の
号
の
映
画
紹
介
の
頁
に
、
新
東
宝
『
誰
よ
り
も
金
を
愛

す
』
と
い
う
映
画
が
、「
喜
劇
ス
タ
ア
が
総
出
で
競
演
す
る
爆
笑
映

画
。」
と
い
う
リ
ー
ド
文
の
も
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「「
誰
よ
り
も

―
」
ブ
ー
ム
」
の
一
端
を
う
か
が
え
よ
う
。

ま
た
巻
末
の
「
明
星
ニ
ュ
ー
ス
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
に
は
十
一
枚
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
枚
は
「「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」
で

デ
ィ
ス
ク
大
賞
を
受
け
た
松
尾
さ
ん　

祝
賀
会
に
は
大
フ
ァ
ン
の
大

洋
秋
山
投
手
も
出
席
」
で
あ
る
。

四
月
号
の
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
の
掲
載
頁
（
一
六
七
頁
）
に

「
お
し
ら
せ
」
と
題
し
た
囲
み
記
事
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
こ
う
記
さ
れ

て
い
る
。「
昨
年
大
映
で
映
画
化
さ
れ
た
『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
の

姉
妹
編
『
誰
よ
り
も
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
の
映
画
化
が
決
定
、
本

郷
、
叶
の
コ
ン
ビ
で
陽
春
四
月
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
か
ざ
り
ま
す
」。

五
月
号
に
は
、「
本
誌
連
載
小
説
映
画
化　

大
映
『
誰
よ
り
も
誰
よ

り
も
君
を
愛
す
』
ロ
ケ
の
純
愛
コ
ン
ビ　

浅
間
高
原
に
春
は
浅
く
」

と
題
し
た
一
頁
の
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
が
あ
る
。「
本
郷
功
次
郎
さ

ん
叶
順
子
さ
ん
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
編
集
部
の
文
章
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

信
州
と
上
州
の
さ
か
い　

浅
間
山
の
煙
を
ま
じ
か
に
あ
お
ぎ

み
る
軽
井
沢
の
あ
た
り　

ま
だ
ス
ケ
ー
ト
客
が
た
え
ま
せ
ん
が　

そ
れ
で
も
あ
ゆ
み
よ
る
春
の
き
ざ
し
は　

草
木
の
色
に
も
う
か

が
わ
れ
ま
す　

ロ
ケ
は
本
郷
さ
ん
と
叶
さ
ん
の
愛
し
あ
う
二
人

が
本
郷
さ
ん
の
実
家
に
父
母
を
訪
ね
る
場
面　

前
編
『
誰
よ
り

も
君
を
愛
す
』
で
す
っ
か
り
イ
キ
の
あ
っ
た
コ
ン
ビ
だ
け
に　

撮
影
は
ま
こ
と
に
快
調　
『
明
星
』
の
評
判
小
説
の
映
画
化
で

す
か
ら　

こ
の
場
面
は
よ
く
ご
存
じ
と
思
い
ま
す

新
作
映
画
の
紹
介
頁
で
は
、
二
〇
四
頁
に
「
大
映　

誰
よ
り
も
誰

よ
り
も
君
を
愛
す
」
の
見
出
し
が
あ
る
。
冒
頭
に
は
「『
明
星
』
連
載

『
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
』
の
映
画
化
で
、
前
編
に
ひ
き
つ
づ
き
本
郷
功

次
郎
、
叶
順
子
の
コ
ン
ビ
が
く
り
ひ
ろ
げ
る
純
愛
の
も
の
が
た
り
で

す
。
軽
井
沢
高
原
に
ロ
ケ
。」
と
あ
り
、
あ
ら
す
じ
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。な

お
「
誰
よ
り
も
君
を
愛
す
」
と
題
し
た
公
演
が
、
一
九
六
一
年

一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
六
日
ま
で
日
劇
で
開
か
れ
て
い
る
。『
讀

賣
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
月
二
十
九
日
朝
刊
十
一
面
に
掲
載
さ
れ
た

広
告
に
は
、「
レ
コ
ー
ド
大
賞
受
賞
記
念
公
演
」「
マ
ヒ
ナ
・
松
尾
・

橋
の
受
賞
ト
リ
オ
他
が
六
一
年
の
歌
謡
界
に
挑
戦
し
て
、
ス
テ
ー
ジ

い
っ
ぱ
い
に
繰
り
拡
げ
る
歌
の
祭
典
！
」
と
あ
る
。
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六
　
お
わ
り
に
―
今
後
の
課
題

以
上
本
稿
で
は
ま
ず
、
一
九
五
〇
年
代
『
明
星
』
連
載
小
説
な
ら

び
に
そ
の
メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ア
ッ
プ
展
開
の
全
貌
を
、
表
を
用
い
て
示

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
と
く
に
代
表
的
な
も
の
と
判
断
さ
れ
う
る

『
こ
の
世
の
花
』『
続
・
こ
の
世
の
花
』『
青
空
娘
』『
誰
よ
り
も
君
を

愛
す
』
が
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
連
関
し
て
い
く
経
緯
を
当
時
の
誌
面
で

た
ど
っ
た
。

こ
の
経
緯
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
収
録
や
映
画
の
撮
影

の
模
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
俳
優
が
作
家
を
囲

ん
で
の
座
談
会
や
俳
優
に
よ
る
作
家
の
家
庭
訪
問
等
の
か
た
ち
を

と
っ
て
、
作
家
と
俳
優
の
顔
合
わ
せ
が
読
者
に
示
さ
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
写
真
を
目
で
見
た
い

と
い
う
読
者
の
欲
求
に
応
え
た
り
、
あ
る
い
は
小
説
・
ラ
ジ
オ
ド
ラ

マ
・
映
画
等
へ
の
読
者
の
興
味
を
高
め
て
い
た
こ
と
を
、
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

今
回
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
ら
と
し
て
は
、「
思
春
期
小
説
」

と
銘
打
た
れ
て
一
九
五
三
年
六
月
号
か
ら
一
九
五
五
年
四
月
号
ま
で

連
載
さ
れ
た
池
田
み
ち
子
『
花
開
く
乙
女
た
ち
』
の
よ
う
な
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
扱
っ
た
作
品
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
連
載
小

説
、
連
載
小
説
以
外
の
随
筆
等
の
文
芸
作
品
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
4
。

【
注
】

1　

北
條
誠
『
こ
の
世
の
花
』
は
一
九
五
五
年
八
月
号
で
終
了
し
、
九
月
号
か
ら

『
続
・
こ
の
世
の
花
』
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
目
次
で
は
、
一
九
五
五
年

十
月
号
ま
で
『
こ
の
世
の
花
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

2　
『
忘
却
の
花
び
ら
』
の
連
載
が
始
ま
る
前
の
号
で
あ
る
、
一
九
五
六
年
六
月

号
の
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
ペ
ー
ジ
」
の
一
六
一
頁
に
、「
話
題
は
菊
田
一
夫

の
『
忘
却
の
花
び
ら
』」
と
題
し
た
囲
み
記
事
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
こ
う
記
載

さ
れ
て
い
る
。

�

四
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
新
し
い
ラ
ジ
オ
番
組
を
み
な
さ
ん
も
う
お
聴
き

に
な
り
ま
し
た
か
。

�

ま
ず
な
ん
と
い
っ
て
も
最
大
の
話
題
は
毎
週
木
曜
日
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

の
菊
田
一
夫
作
『
忘
却
の
花
び
ら
』
で
す
。
前
作
の
『
由
起
子
』
が
地
味
な

作
品
で
あ
っ
た
の
で
、
今
度
は
、『
君
の
名
は
』
に
輪
を
か
け
た
よ
う
な
甘

い
メ
ロ
ド
ラ
マ
。

�

（
略
）

�

ま
た
明
星
に
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
を
特
に
菊
田
先
生
み
ず
か
ら
筆
を
と
っ

て
小
説
と
し
、
七
月
号
か
ら
連
載
さ
れ
ま
す
か
ら
、
御
期
待
く
だ
さ
い
。

�
（
略
）
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�
�

八
月
号
で
は
九
八
頁
か
ら
『
忘
却
の
花
び
ら
』
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

頁
に
「
東
宝
総
天
然
色
映
画
化
決
定
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

�
�

九
月
号
で
は
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
ペ
ー
ジ
」
の
な
か
で
、
克
己
役
の
臼
井

正
明
と
鮎
子
役
の
友
部
光
子
が
対
談
し
た
「
二
人
の
恋
は
こ
れ
か
ら
ネ　

忘

却
の
花
び
ら
う
ら
ば
な
し
」
が
見
開
き
二
頁
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
リ
ー

ド
文
に
は
「
本
誌
連
載
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
放
送
劇
で
、
圧
倒
的
人
気
の
『
忘
却
の

花
び
ら
』
う
ら
ば
な
し
を
克
己
さ
ん
と
鮎
子
さ
ん
が
そ
っ
と
『
明
星
』
の
マ
イ

ク
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
と
あ
り
、
ふ
た
り
の
対
談
が
写
真
入
り
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
開
き
の
左
下
で
は
囲
み
記
事
「
ハ
リ
キ
ル
菊
田
一
夫

先
生
」
と
題
し
菊
田
の
談
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
菊
田
は

「『
君
の
名
は
』、『
由
起
子
』、『
忘
却
の
花
び
ら
』
と
三
部
作
の
つ
も
り
で
す
」

と
述
べ
て
い
る
。

�
�

一
九
五
七
年
七
月
号
で
は
、「
今
月
の
映
画
案
内
」
全
七
頁
の
二
頁
目
三
頁

目
の
見
開
き
が
「
忘
却
の
花
び
ら
・
完
結
篇
」
と
題
さ
れ
、
ス
チ
ー
ル
写
真
八

枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

全
国
の
フ
ァ
ン
が
待
望
し
て
い
た
『
忘
却
の
花
び
ら
・
完
結
篇
』
で
す　

お

話
は
久
し
く
本
誌
に
も
連
載
さ
れ
ま
し
た
し　

ラ
ジ
オ
で
も
お
な
じ
み
の

こ
と
で
し
ょ
う
が　

今
回
は
鮎
子
と
克
巳
が
幾
度
か
の
障
害
や
危
機
を
の

り
こ
え
て　

結
ば
れ
る
ま
で
を
描
い
て
い
ま
す

こ
の
頁
は
日
本
全
国
に
わ
た
っ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
セ
ッ
ト
撮
影
を
ス

ナ
ッ
プ
に
し
た
も
の
か
ら
え
ら
ん
で
み
ま
し
た

�
�

以
上
か
ら
、
こ
の
作
品
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
→
小
説
→
映
画
と
い
う
順
序
で

メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ア
ッ
プ
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。

3　

こ
の
号
の
一
五
〇
頁
・
一
五
一
頁
に
「
ふ
る
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い　

明

星
の
二
大
企
画
！
発
表
」
の
告
知
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
五
〇
頁
は
、「
一

九
五
七
年
ミ
ス
明
星
ミ
ス
タ
ー
明
星
大
募
集
」
で
あ
る
（『
平
凡
』
で
は
第
一

回
の
「
ミ
ス
タ
ー
平
凡
」「
ミ
ス
平
凡
」
の
募
集
を
、
一
九
五
一
年
十
月
号
で

告
知
し
て
い
る
）。
リ
ー
ド
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

毎
号
驚
異
的
な
躍
進
を
つ
づ
け
て
い
る
み
な
さ
ま
の
雑
誌
『
明
星
』
は
松
竹

株
式
会
社
と
共
同
主
催
で
、
若
さ
に
あ
ふ
れ
ゆ
た
か
な
知
性
と
近
代
的
な

個
性
美
に
か
が
や
く
「
ミ
ス
明
星
」「
ミ
ス
タ
ー
明
星
」
を
全
国
か
ら
募
集

し
、
入
選
者
は
松
竹
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
入
社
、
銀
幕
に
そ
の
天
分
を

発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
規
定
を
お
読
み
の
上

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�
�

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
各
地
方
で
お
こ
な
わ
れ
る
第
二
次
審
査
を
経
て
「
最

終
審
査
は
七
月
に
東
京
で
盛
大
に
行
い
ま
す
」
と
あ
る
。

�
�

最
終
審
査
の
審
査
員
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
審
査
員　

松
竹

本
社
よ
り
高
村
潔
専
務
取
締
役
、
野
口
鶴
吉
取
締
役
、
島
尾
良
造
宣
伝
部
長
、

中
村
登
大
船
監
督
、
小
倉
武
志
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
映
画
ス
タ
ア
は
佐
田
啓

二
、
大
木
実
、
川
喜
多
雄
二
、
高
橋
貞
二
、
菅
佐
原
英
一
、
田
浦
正
己
、
石
浜

朗
、
有
馬
稲
子
、
野
添
ひ
と
み
、
小
山
明
子マ

マ杉
田
弘
子
の
み
な
さ
ん
。
作
家
画

家
で
は
、
石
坂
洋
次
郎
、
源
氏
鶏
太
、
林
房
雄
、
大
林
清
、
北
村
寿
夫
、
岩
田
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専
太
郎
、
杉
浦
幸
雄
の
諸
先
生マ

　
マ『

明
星
』
か
ら
は
本
郷
編
集
長
が
出
席
の
予

定
」。
こ
の
よ
う
に
源
氏
が
審
査
員
に
入
っ
て
い
る
。

�
�

十
月
号
に
モ
ノ
ク
ロ
グ
ラ
ビ
ア
見
開
き
二
頁
で
掲
載
さ
れ
た
「
一
九
五
七

年
度
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー
明
星
最
終
候
補
決
定
！
」
の
リ
ー
ド
文
で
は
、「
七
月

三
〇
日　

神
田
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で　

明
星
・
松
竹
共
催　
〝
一
九
五
七
年

度
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー
明
星
〟
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ　

最
終
候
補
者
九
名
が

決
定
し
ま
し
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

�
�

審
査
員
席
に
座
っ
た
審
査
員
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
（
右
か

ら
順
に
）
山
野
美
容
学
校
校
長
山
野
愛
子　

漫
画
家
杉
浦
幸
雄　

作
家
北
村

寿
夫　

作
家
大
林
清　

作
家
源
氏
鶏
太　

画
家
岩
田
専
太
郎　

作
家
石
坂
洋

次
郎　

松
竹
株
式
会
社
取
締
役
野
口
鶴
吉　

松
竹
石
浜
朗　

株
式
会
社
集
英

社
専
務
取
締
役
明
星
編
集
長
本
郷
保
雄　

松
竹
杉
田
弘
子　

松
竹
株
式
会
社

大
舩
撮
影
所
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
小
倉
武
志　

松
竹
朝
丘
雪
路
と
な
っ
て
い
る
。

源
氏
が
実
際
に
審
査
員
と
し
て
出
席
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

�
�

一
九
五
八
年
十
二
月
号
で
は
、
作
家
等
の
文
化
人
を
読
者
が
囲
む
定
例
企

画
の
座
談
会
に
源
氏
が
登
場
し
て
い
る
（
二
〇
六
頁
～
二
一
一
頁
）。
十
名
の

男
女
が
参
加
し
「
源
氏
鶏
太
先
生
を
囲
む
座
談
会　

若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

恋
」
と
題
さ
れ
た
座
談
会
記
事
の
冒
頭
の
文
章
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

青
春
小
説
『
青
空
娘
』
や
、〝
週
刊
明
星
〟
連
載
中
の
『
最
高
殊
勲
夫
人
』

な
ど
で
お
な
じ
み
の
源
氏
鶏
太
先
生
は
、
ご
ぞ
ん
じ
の
通
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
生
活
を
描
い
た
作
品
を
た
く
さ
ん
お
書
き
に
な
っ
て
お
ら
れ
映
画
で

も
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

�

そ
こ
で
今
月
は
源
氏
先
生
を
司
会
に
お
迎
え
し
て
、
み
な
さ
ん
と
同
じ

よ
う
な
職
場
に
働
く
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
サ
ラ
リ
ー
ガ
ー
ル
の
方
た
ち

に
お
集
り
願
い
、
毎
日
の
体
験
を
通
し
て
の
恋
愛
や
結
婚
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

み
な
さ
ん
、
秋
の
読
書
シ
ー
ズ
ン
に
お
送
り
す
る
若
い
人
た
ち
の
ペ
ー

ジ
、
青
春
座
談
会
の
大
入
り
月
給
袋
（
？
）
を
楽
し
み
に
お
開
き
く
だ
さ

い
。

�
�

源
氏
の
紹
介
で
は
、「
代
表
作
『
三
等
重
役
』『
天
下
泰
平
』『
青
空
娘
』…
…
」

と
さ
れ
て
い
る
。

4　

な
お
二
〇
一
七
年
に
『
週
刊
読
書
人
』
に
お
い
て
「
創
刊
六
五
周
年
『
明
星
』

連
載
文
芸
作
品
を
よ
む
」
と
題
し
た
短
期
集
中
連
載
を
お
こ
な
っ
た
（
十
月
六

日
号
七
面
・
十
月
十
三
日
号
八
面
・
十
月
二
十
日
号
八
面
）。
ご
関
心
の
あ
る

向
き
は
参
照
さ
れ
た
い
。

付
記
：
調
査
に
お
い
て
は
金
谷
幹
夫
氏
・
西
一
雄
氏
・
中
平
信
氏

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
な
お
本
研
究
は

JSP
S

科
研
費JP15 K03855

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
宮
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公
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大
学
）




